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内容の要旨および審査の結果の要旨
８－methoxypsozalen（８－ＭＯＰ）＋長波長紫外線（ＵＶＡ）照射（ＰＵＶＡ）は表皮細胞の増殖
冗進を特徴とする乾癬に有効な治療法として広く用いられているが，その作用機序はまだ解明さ
れていない。そこで本研究では，予備実験でtapestrippingによりモルモット表皮のＤＮＡ合成と
細胞分裂が増加することを確認後，増殖活性冗進状態の白色モルモット表皮を乾癬モデルとして
用い，ＰＵＶＡの作用を細胞動態学的に検討した。ＰＵＶＡ処置はstrippmgの18時間後に行い，
３箇所に0.5％８－ＭＯＰ液塗布後ＵＶＡ０５，０７５，１Ｊ/cuPを各１回照射した。同時に８－ＭＯＰ
単独塗布部，ＵＶＡ１Ｊ／cmP単独照射部および無処置部（対照）も設けた。いずれの部位も処置
後３～１６８時間の種々の時点で生検し，フローサイトメトリーにより測定した表皮のｓ期細胞分
画（Ｓ分画）とＧ２＋Ｍ期細胞分画（Ｇ２＋Ｍ分画）の値，ブロモデオキシウリジン取込み試験によ
る標識指数（ＬＩ），および組織切片より求めた核分裂指数（Ｍ１）をパラメーターとして表皮細
胞動態の変動を検索した。成績の要約は次のとおりである。
１）ＰＵＶＡ処置後の表皮では，対照と比べて，Ｓ分画およびＬＩの値は３時間後軽度に減少
したが,その後168時間後まで種々の程度の増加を示した｡用いたUVAの照射量の範囲内では,
照射量の増加とともにＳ分画増ｶﾛのピークはより高くなり，ＬＩ増加のピークはより低くなる傾
向が認められた。
２）ＰＵＶＡ処置後，Ｇ２＋Ｍ分画値は１２時間後まで減少し，その後１６８時間後まで著しい増
加を示した。Ｍ１は３時間後から１６８時間後まで対照レベルより低いかまたはそれを僅かに超え
る程度で，照射量の増加とともにＭ１の低下期間が延長する傾向が認められた。
３）８－ＭＯＰ単独塗布部，ＵＶＡ単独照射部では，実験期間中どのパラメーターも有意の変
動を示さなかった。
以上の成績から，strippmg後ＰＵＶＡ１回処置部の表皮では，３時間後までＤＮＡ合成の抑制
とＧ１－Ｓ境界の不完全ブロックが起こり，次いでＤＮＡ合成は冗進し，部分的に同調した細胞は
Ｓ期を経てＧ２期へ流入するが，ＰＵＶＡ処置後より継続するＧ２－Ｍ境界の不完全ブロックのため
細胞は一定期間Ｇ２期に蓄積し，核分裂が減少するものと推測された。
本研究は，増殖活性冗進状態の表皮に対するＰＵＶＡの作用を実験的に解明し，乾癬に対する
ＰＵＶＡの適切な臨床応用のための基礎的知見を提供したものとして，価値ある論文と評価され
た。
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